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60 年前にディズニーが描いた秀逸な戦略図 

 ～コンテンツ戦略の基礎を築いたビジネスモデル～ 
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今回のテーマは、ビジネスの中でもよく使われる「ダイアグラム」だ。複数の項目の

相関関係を表現したり、ネットワークを可視化したりできるビジュアライゼーション手

法である。 

 

 「ダイアグラム」は、線や矢印で結びつけられている箱という基礎的な構成で作られ

ており、項目の位置付けで階層を表すことが多い。ウェブ業界のワイヤーフレーム（サ

イトのコンテンツやレイアウトを簡単に示した図）、企業や団体の組織図やビジネスモ

デルなどで使われる。読者の方もこのようなダイアグラムを見ることが多いのではない

だろうか。  

 

 また、A点から B点まで複数のステップで構成されているプロセスを表現する「フロ

ーチャート」もしばしば見ることがあるのではないだろうか。  

 

 こうしたダイアグラムやフローチャートを作成する上で、大きく２つの課題がある。

まず、通常のダイアグラムの場合、上下で情報の階層を区別できるものの、同じレベル

の項目に強弱をつけることが難しい点だ。フローチャートに関しては、開始点と終了点

がある場合にはとても有利だが、連鎖や循環を示す「エコシステム」を表す際は使いづ

らい。情報の強弱を付けにくく、読者の目線も迷いやすいという欠点もある。  

 

 そこで、こういった課題をうまく解決したビジュアライゼーションの一例を紹介した

い。それはなんと約 60 年前に描かれたものである。西洋のアニメーションの巨匠であ

る、あのウォルト・ディズニーによる秀逸なダイアグラムだ。  
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ウォルト・ディズニーが自ら描いたビジュアライゼーション 

 

 
 

ウォルト・ディズニーが展開するコンテンツをボックスで配置し、コアコンテンツで

ある映画は中央に置いた。その関係を矢印と同社のキャラクターで示した。ボックスの

枠、例えば「MUSIC」の横には犬のプルートが歌を歌っているイラストを置く。また矢

印の横に、ミッキーマウスが走っている絵を描いて、その向きを分かりやすくしている 

 

コンテンツ戦略の基礎を築いたビジネスモデル 

 

 ディズニーのダイアグラムは、ウォルト・ディズニーが考えていた「コンテンツ」に

特化した企業戦略を表現しており、その中心にあるのは、「映画」というコアコンテン

ツとなっている。映画に紐づくように音楽、テレビ、グッズ、コミックなどがあり、そ

れぞれの項目と関係性を結びつけている。  

 

 一例を挙げると、映画と音楽の関係は、映画のアートは音楽のレコードジャケットに
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使用されることで、音楽が映画のプロモーション要素を強化する。そして、映画の上映

終了後にも記憶に残す役割を果たす、ということを表現している。さらに、映画、音楽、

印刷物から伸びる矢印の多くがディズニーランドへ伸びている通り、最終的にはディズ

ニーランドへの来場者を増やすことが各コンテンツの目標とされていることが分かる。  

 

 さて、ディズニーのダイアグラムを見ると、長方形と矢印という、基礎的なダイアグ

ラムの作り方で構成されているが、さらに一つの要素を付け加えているのだ。それは、

ミッキーマウスなどキャラクターの絵を利用して、各ボックスの用途のイメージを表現

し、矢印と同じ方向に走らせることで、読者の目線をより導きやすくしている。  

 

 また、細かいところではあるが、走るミッキーマウスが手に持っているものもそれぞ

れの項目に合わせて、ビジュアルで表現しているのだ。  

 

メッセージと全体像の両立 

 

 つまり、データビジュアライゼーションのようにビジネス戦略の全体像を網羅的、分

かりやすく表現しつつ、インフォグラフィックの要素も取り入れて、ミッキーマウスの

絵によって情報に強弱を付けているのだ。  

 

 なお、データビジュアライゼーションのポイントは、全てのデータを詳しく把握する

ことよりも、Aのデータと Bのデータが持つ関連性を簡潔に理解できることにある。一

方で、インフォグラフィックの基礎とは、「データを使ってビジュアルメッセージをい

かに伝えられるか」ということだ。  

 

 2015 年時点でこのようなモデルを表すには、デジタルやソーシャルなど、さらなる

項目が必要となるだろう。しかし、ウォルト・ディズニーは約 60 年も前に自社のコン

テンツをマーケティングするモデルを確立しており、さらにそれをとても分かりやすい

ビジュアルで解説していたのだ。  

 

 実は、このデータビジュアライゼーションはディズニーが 1957 年にニューヨーク証

券取引所に上場し、その 2年前にオープンしたディズニーランドおよび企業全体の戦略

を投資家への説明材料として描かれたという。  

 

 このように、ダイアグラムは制作の手間も軽く、情報を整理することにあたって有力

なビジュアライゼーション方法となっており、日々の業務においてもすぐ活用できるの

ではないだろうか。 

以上 


